
Pythonと AIの習得、いまにゅさんの Youtubeで学習するのが良い理由は、 

 ・基礎から応用まで分かり易い説明 

 ・事例が具体的で、実際に使える内容 

 ・オブジェクト指向のプログラミング、クラスの使い方が分かり易い等です。 

 

「Python学習ロードマップ（10分 48秒）」で紹介されている講座７件を視聴する。 

Python基礎 

 １．Python超入門 ２時間で基礎を習得（2時間 4分 42秒） 

 ２．Python 鬼１００本ノック（2時間 27分 50秒） 

Python応用 

 ３．PythonによるWebスクレイピング（2時間 13分 24秒） 

 ４．Streamlit入門 爆速でアプリ公開まで（1時間 11分 37秒） 

 ５．Pythonによる Excel 操作自動化（2時間 11分 59秒） 

 ６．Pythonでシステム完全自動化（1時間 22分 13秒） 

 ７．機械学習 ３時間超入門完結コース（3時間 14分 39秒） 

 

１．「Python超入門」 ２時間で基礎を習得 

・GoogleColabの準備 Windows、Mac、Linuxのローカル環境でも Pythonによるプログ

ラミング開発環境は準備できるが、Googleが提供している Pythonと AIのシステム開発環

境のフレームワーク（GoogleColab）を使用した方が良い。PHPでも経験した通り、ネット

に接続された環境の方が良い。セキュリティとレスポンスを考慮するならローカルだが、セ

キュリティは公開するまでパスワードでアクセス制御すれば良いし、レンタルサーバーの

コストは安いので、本番に近い環境で開発した方が良い。ローカル環境を用意するのであれ

ば、Jupyter Labと言うフレームワークを使用する。 

 

・四則演算、変数、比較演算子、データ型（数値、文字列、論理値、配列、辞書ディクト） 

・条件分岐（if分） 

・繰り返し処理（for文）、for文の応用 zip関数 enumerate関数 

・繰り返しを止めたい場合 break分、繰り返しをスキップしたい場合 continue分 

・関数 定義 def function 名(入力変数): 実行 function 名(入力値): 結果 return で返す。 

・クラスはオブジェクト（property + method）のひな型 分かり易く説明されている。 

 クラス定義は class クラス名（例えば Person）: 

 

 初期設定は        def __init__(self, name, nationality, age): 

                        self.name = name 

                        self.nationality = nationality 



                        self.age = age 

 

 メソッドは    def say_hello(self, name): 

              print(f"{name}さん、こんにちは。私は{self.name}です。") 

 

 クラスの実行は funaki = Person(name='船木', nationality='日本', age='65') 

         suzuki = Person(name='鈴木', nationality='日本', age='60') 

 funaki.say_hello(name='鈴木') → 鈴木さん、こんにちは。私は船木です。 

 

・ライブラリは目的ごとに応じた便利な機能、つまりクラスや関数などをまとめたもの。 

日付を扱いやすくするためのライブラリ、数値計算を簡単に行うためのライブラリ、 

データ操作に特化したライブラリ 

 

２．「Python 鬼１００本ノック」 「Python超入門」で学習した文法を使用してみる。 

・Pythonで頻繁に使用するオブジェクト指向の記述と使用方法が覚えられる。 

・標準ライブラリ、外部ライブラリ numpy（数値計算），pandas（データ処理），matplotlib

（表示処理），datetime（日時処理）の記述と使用方法が覚えられる。 

 

３．「PythonによるWebスクレイピング」 業務の自動化と効率化に役立つ。 

Web スクレイピングを行うライブラリとして Selenium と BeautifulSoup がある。

Selenium はテストを行うために開発されたライブラリで、BeautifulSoup は HTML の構

造を解析しデータを取得したりするために開発された。Web スクレイピングによる以下項

目のスキルが習得できる。 

・ログインなどのブラウザ操作を自動化（ライブラリ Seleniumを使用） 

ブラウザの操作を行う場合は Seleniumが適している。 

・Webページ内のデータを自動抽出（ライブラリ Seleniumを使用） 

・Webページ内のデータを自動抽出（ライブラリ BeautifulSoup を使用） 

・ランキングサイト掲載情報を自動抽出（ライブラリ BeautifulSoup を使用） 

・Webページ上の画像を自動で取得（ライブラリ BeautifulSoup を使用） 

 

４．「Streamlit入門 爆速でＷｅｂアプリ公開まで」 

HTML,CSS,JavaScriptを書くことなく作成できるライブラリ 

・準備と基本的な使い方 ・インタラクティブなウィゼット ・レイアウトを整える 

・プログレスバーの表示 ・Ｗｅｂアプリを公開 

 

 



５．「Pythonによる Excel 操作自動化」 ＶＢＡによるマクロと同じ 

・Excelファイル（請求書）の集約 ・売上一覧から集計表の作成 

・Excelでよく使われる機能(VLOOKUP関数、ピボットテーブル) 

・グラフの作成 ・様々な書式設定 ・ＰＤＦ出力 

 

６．「Pythonでシステム完全自動化」 開発するシステムに Excelの機能を組み込む 

「Pythonによる Excel 操作自動化」では Excelの自動化、今回はシステム全体の自動化 

・各店舗から注文表の集計→・問屋で在庫表の参照、閾値以下になると→・メーカーへ自動

発注(Gmail)→・在庫表の更新 

 

７．「機械学習 ３時間超入門完結コース」 ＡI、機械学習の基礎的なスキルを習得する。 

具体的には、・基本的な知識習得 ・Pythonによる実装 ・精度向上に必要な試行錯誤 

 

（７－１）機械学習の基礎 

・ＡIでは、ＩＯＴやクライアントから収集したデータをクラウドを使って分析し、人間と

同じ様な判断や動作を行う。 

・機械学習では、データを正規化しスケーリングする。 

正規化とはデータのスケールを扱いやすいものに整えることで、単に「正規化」と言った

場合は、データを最小値「0」～最大値「1」にスケーリングすることを意味する。 

正規化の一種である標準化は、データを平均「0」、分散「1」にスケーリングする。 

・機械学習はＡＩの仕組みを担い、予測や分別を行うメインの機能 

・機械学習の目的として数値予測，画像分析，音声認識，テキスト認識，グループ分け等が

あり、その手法として回帰分析，ＳＶＭ，決定木分析，ディーププラーニング等がある。 

・学習済みモデルとは、パラメータが定まった計算式と定義する。パラメータは評価軸であ

る誤差がもっとも小さくなる傾き等である。 

・推論とは、学習した結果を元に規則性を見つけ、入力に対し何かの目標値（出力）を行う。 

・機械学習の三大トピック 

 教師あり学習：答えとなるデータも一緒にモデルに学習させる。例えば画像に対し、ラベ

ル＝男性か女性か答えをを教える。数値を予測する回帰（売上高，広告のクリック率，家

賃）、カテゴリを予測する分類（腫瘍の有無，商品カテゴリ，動物の種類） 

  

教師なし学習：与えられたデータの特徴や法則を自動的に抽出するので、答えは教えない。 

 類似データをグループ化するクラスタリング（顧客の属性分け） 

重要な情報を抽出する次元削減（データの圧縮など主成分分析） 

 

 



強化学習：自ら試行錯誤を繰り返しながら最適な行動を学習する。 

例えば自動運転やゲーム等は、自ら必要なデータを収集する。 

 

（７－２）教師あり学習 回帰 

・重回帰分析の実装 入力する変数とデータ、出力する変数と目標値を準備し、ライブラリ

（sklearn.model_selection）の train_test_split を import し、学習データとテストデータ

に分ける。例えば 70%と 30%をランダムに分ける。次にどのアルゴリズムを使用するか、

モデルの定義を行う。sklearn の重回帰分析のアルゴリズム（sklearn.linear_model の

LinearRegression）を使用し、このクラスをインスタンス化し進める。インスタンス化した

クラス変数をmodelとする。先ずひな型で入力データに対する重み付け（model.coef）を行

う。次に学習データとテストデータの妥当性をチェックするが、スコアが１に近くて両者の

スコアの差が小さいほど良い。差が大きい場合は過学習である。これでモデルが出来たので、

新しい入力データに対し推論する。推論はmodel.predictメソッドで行う。新しいデータに

対する予測値がテストデータの目標値と差が大きい場合は、過学習によるもので調整が必

要である。 

 

・線形回帰の過学習を抑制する手法 三つの方法（データセットのサンプル数を増やす、ハ

イパーパラメータを調整する、他のアルゴリズムを使用する）がある。 

 

・相関関係と多重共線性問題に触れながら、他のアルゴリズムを試してみる。 

相関関係の高い入力変数が含まれると多重共線性問題（これも過学習の一つ）が起き、学習

データとテストデータのスコアに差が出る。先ず入力データの相関関係を df.corr（df は準

備した入力データ）で相関係数を確認する。１に近い場合は相関関係が強いので取り除く手

もあるが、多重共線性問題を回避するアルゴリズム（ＰＬＳ）を使う手もある。入力値Ｘを

上手く凝縮して主成分（新しい変数Ｔ）を作り上げ、その変数Ｔを元に重回帰分析を行うア

ルゴリズムがＰＬＳである。入力値Ｘを主成分Ｔに変換する時に、出力値である目標値ｔも

入れ、教師なし学習である主成分分析のような事が行われている。最後に主成分Ｔと目標値

ｔから重回帰分析を行う。ＰＬＳの実装は sklearnを使用する。 

 

（７－３）教師あり学習 分類 

・カテゴリが異なる複数のデータを見分けられる境界線を求めることで、一本の線で分けら

れるアルゴリズムを線形分類器と呼ぶ。線形分離が不可能な場合（非線形分離）、どの様に

対応すれば良いか。直線を複数組み合わせたような形で分類することを考える。非線形分類

器の一つ決定木（分類木）を scikit-learn で実装する。 from sklearn.tree import 

DecisionTreeClassifier でライブラリを読み込み、このクラスをインスタンス化し進める。

その後の実装は重回帰分析と同様に行う。スコア１で正解率が１００％となる。 



・決定木は、条件分岐を繰り返すことにより分類する。強味は解釈が容易で、必要な前処理

が必要ないこと。ディープラーニングは解釈が難しいことから、中身がブラックボックスと

言われがちである。弱みは過学習になる場合が多く、汎用性の低いモデルとなる傾向がある。

だからこそ、ハイパーパラメータが重要になる。max_depth（木構造の深さの上限）を設け

ることで、過学習を抑える。min_samples_split（木構造の分岐先のサンプル数の最低値）

を設けることで、過学習を抑える。 

 

・条件分岐のアルゴリズムを作成するライブラリ、import graphviz と from sklearn.tree 

import export_graphviz を使用する。dot_data = export_graphviz(model) graph_tree = 

graphviz.Source(dot_data) 最後にインスタンス graph_treeを実行する。複数ある分類モ

デル model の中で最も影響度が高い要素がどれかを判断するライブラリとし

feature_importances がある。feature_importance = model.feature_importances でイン

スタンス化し feature_importance を実行する。高い値の影響度が大きい。 

 

・二つのカテゴリを識別するサポートベクトルマシン（ＳＶＭ）の実装を行う。カテゴリＡ

とカテゴリＢのマージンを最大にするように境界線を求める。高次元関数にし識別するこ

ともある。from sklearn.svm import SVC でライブラリをインポートし、model = SVC() 

でインスタンス化し、model.fit(x_train,t_train) と model.fit(x_test,t_test)を実行した後、

model.score(x_train,t_train) と model.score(x_test,t_test) を実行する。スコアが１に近

い程、精度が良好である。 

 

・データの標準化は、以下の様に実装する。 from sklearn.preprocessing import 

StandardScaler でライブラリをインポートし、scaler = StandardScaler() でインスタンス

化 し 、 scaler.fit(x_train) と  scaler.fit(x_test) を 実 行 す る 。 x_train_std = 

scaler.transform(x_train) と x_test_std = scaler.transform(x_test)を実行する。 

 

・分類の評価指標には、Accuracy（正解率）,Precision（適合率）,Recall（再現率）,F1 score

（F値）なるものがある。ここまでは、Accuracy（正解率）を使用してきた。がんと診断さ

れた人の内、実際にがんだった人の割合が Precision（適合率）で、誤診を少なくしたい場

合に重視する。実際にがんだった人の内、がんと診断されていた人の割合が Recall（再現

率）で、誤診は許容するが、がん患者の見逃しを避けたい場合に重視する。Precision（適合

率）と Recall（再現率）から計算したのが F1 score（F値）で、どちらを重視するのか判断

する指標となる。 

 

（７－４）ハイパーパラメータチューニング 

・パラメータはモデルの学習実行後に獲得する重みで、ハイパーパラメータはアルゴリズム



の挙動を制御する学習実行前に設定するもの。学習用/テスト用データセット以外に、ハイ

パーパラメータの調整が適切なのか検証用として使用するデータセット(Validation)がある。 

最終的なモデルの予測精度の確認のためのみに使用する。 

 

（７－５）教師なし学習 

・教師なし学習には二つの代表的な手法があり、どちらもデータの背後に存在する本質的な

構造を抽出する際に用いる。 

 

・主成分分析は、次元削減の手法です。例えば４次元のデータ（列数が４つのデータ）があ

った場合、２次元などの低次元に落とし込む。軸Ｘ１,Ｘ２を、新しい軸第一主成分Ｔ１（分

散が最大の軸）と第二主成分Ｔ２（分散の大きさが 2 番目の軸）に見直す。可視化するた

め。寄与率で、元のデータをどの程度再現できているかを確認する。１に近い程、失われた

元のデータが少ない。 

 

・Ｋ-平均法は、データを複数のクラスター（グループ）に分けて大まかな特徴を捉える際

に使用する。例えば、コンビニで個人の商品別購入データを使用し、グループ分けする。 

 

ここまでで「Python学習ロードマップ（10分 48秒）」で紹介されている講座７件を視聴し

たので、次は以下３件を視聴する。 

・爆速作成 Python顔検出Ｗｅｂアプリ  ・Pythonアプリ開発習得過程全公開 

・ディープラーニング超入門４時間完結コース 

 

以 上 

 


